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届出や許可が必要な森林とは？
森林を伐採する際には、県や市町への許可

等の手続きが必要となる場合があります。こ

うした手続きが必要な森林を「5条森林」と

いい、森林法第 5条に基づき都道府県知事が

策定する「地域森林計画」の対象となる民有

林のことを指します。5条森林は森林の持つ

多面的機能（木材生産、水源涵養、生物多様

性保全など）を守るため、計画的な整備・保

全が求められる森林です。また、5条森林の

なかでも、普通林と保安林の場合や、伐採後

に森林以外に供する林地開発に該当する場合

など、伐採する方法によっても手続き方法や

窓口が異なります。このため、伐採したい山

が 5条森林に該当するのか、保安林に指定さ

れているのかを確認する必要があります。な

お、無届で伐採を行った場合、行政からの指

導や命令、罰則の対象となることがあります

ので、注意が必要です。届出・許可に関する

届け出先や提出期限は以下の図のとおりです。

伐採箇所や規模、事業主体によって届出の種

類や期限、提出先が異なっておりますので、

ご注意ください。

長崎県での5条森林の確認方法
これまで 5条森林を公開していた長崎県

データマップのサイト閉鎖に伴い、閲覧がで

きなくなりました。現在は、長崎県オープン

データカタログサイトに掲載されている森林

計画図により確認できます。QRコード等か
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林政だより

一部の伐採で届出が不要となりました（お知らせ）

伐採及び伐採後の造林の届出書
伐採の90日前から30日前まで
市町へ

保安林内立木伐採許可申請書（②－2）
皆伐（人工林） ・皆伐の場合は皆伐許容面積公表※１から30日以内
択伐（天然林） ・択伐（天然林）の場合は伐採開始の30日前まで

県の振興局へ

保安林内択伐届出書
伐採の90日前から20日前まで
県の振興局へ

保安林内間伐届出書
伐採の90日前から20日前まで
市町へ

森林経営計画に係る伐採等の届出書
伐採完了後30日以内に
計画の認定者へ（主に市町）

林地開発許可申請書
林地開発 事前に

県の振興局へ

森林の土地の所有者届出
（参考） 所有者となった日から90日以内に

取得した土地がある市町へ

※1 保安林の皆伐許容面積の公表は、２,６,９,12月にあります。

届
出
・
許
可
が
必
要
な
森
林

 売買・相続・贈与・法人合併等
（新たに森林の土地所有者となっ
た場合）

森林の種類 伐採方法など 提出期限と提出先

普通林

保安林
択伐（人工林）

間伐

経営計画内の森林

（1haを超えて開発する場合、た
だし太陽光発電にかかる開発は
0.5haを超える場合）

森林を伐採するときのフロー図



ら確認方法をご参照ください。また、保安林

についても、長崎県ホームページで公開して

いる「保安林の地番確認」により確認できま

す。

伐採したい森林の地番ごとに、保安林種や

保安林に指定された年月日等を確認すること

ができます。

一部の伐採で届出が不要になりました
森林法の改正により、伐採造林届出制度が

見直され、一部の伐採については届出が不要

となりました。対象となるのは、「市町が主

体となって実施する事業において行う伐採」

と、「危険木等かつ伐採面積が僅少の場合の

伐採」についてです。今回は、危険木等かつ

伐採面積が僅少の場合についての要件を説明

します。

危険木等とは？
危険木等とは、立木の成長や傾斜等により、

住宅や施設（道路等を含む）に著しい被害を与

える、または将来的に倒木により被害を与える

おそれがあるものを指します。さらに、木が立っ

ている状態で、道路や施設の利用に支障を及

ぼすおそれがあるものも含まれます。そのため、

自宅等に被害を与えるおそれのある木などにつ

いて、届出なしで伐採が可能となりました。目

安として、立木から住宅や施設までの距離が一

般的な樹高程度（概ね25m以内）である場合が

該当します。なお、本要件に該当しない周囲に

住宅や施設がなく、影響が及ばない場所などで

の伐採については、従来どおり届出が必要です。

面積が僅少とは？
もう 1つの条件である「面積が僅少」とは、

1か所あたりの伐採規模が次のいずれかに該

当する場合をいいます。

・面積：0.005ha（50㎡）未満

・本数：おおむね10本未満

ただし、次のような場合は複数箇所であっ

ても 1か所とみなされます。

・伐採箇所が連続している場合

・伐採跡地同士の間隔が20m未満である場合

・1年以内に連続して伐採を行う場合

なお、届出が不要となる場合でも、森林法

その他関係法令の遵守は引き続き必要となっ

ております。ご不明な点がある場合は、伐採

前に伐採箇所の市町や県振興局林務担当窓口、

林政課森林管理班へお問い合わせください。
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危険木等の伐採面積が僅少の概念図

（林政課　森林管理班）

伐採及び伐採後の造林の届出書
伐採の90日前から30日前まで
市町へ

保安林内立木伐採許可申請書（②－2）
皆伐（人工林） ・皆伐の場合は皆伐許容面積公表※１から30日以内
択伐（天然林） ・択伐（天然林）の場合は伐採開始の30日前まで

県の振興局へ

保安林内択伐届出書
伐採の90日前から20日前まで
県の振興局へ

保安林内間伐届出書
伐採の90日前から20日前まで
市町へ

森林経営計画に係る伐採等の届出書
伐採完了後30日以内に
計画の認定者へ（主に市町）

林地開発許可申請書
林地開発 事前に

県の振興局へ

森林の土地の所有者届出
（参考） 所有者となった日から90日以内に

取得した土地がある市町へ

※1 保安林の皆伐許容面積の公表は、２,６,９,12月にあります。

届
出
・
許
可
が
必
要
な
森
林

 売買・相続・贈与・法人合併等
（新たに森林の土地所有者となっ
た場合）

森林の種類 伐採方法など 提出期限と提出先

普通林

保安林
択伐（人工林）

間伐

経営計画内の森林

（1haを超えて開発する場合、た
だし太陽光発電にかかる開発は
0.5haを超える場合）

『5条森林』確認方法
①⻑崎県オープンデータカタログサイトへ
（https://odcs.bodik.jp/420000/）
②『森林計画図』で検索
③市町ごとの森林計画図（geojson形式）を公表中
④地図の⻘く塗られた箇所が『5条森林』指定地



今回ご紹介するのは「ふるさと森林活用

塾」代表の小川秀樹さんです。

花づくり一筋の人生

佐世保市柚木町で生まれ育った小川さん。

高校卒業後、愛知県渥美半島の農家で 2 年

間研修を受け、花卉栽培の技術を学びまし

た。20 歳で就農して以来、長年にわたり

花づくりに携わってきました。

その後、世知原町木浦原を拠点に営農を

続け、50 歳の頃には「花緑ファーム」を

設立。花づくり一筋で歩んできた小川さん

でしたが、次第に森林にも目を向けるよう

になります。農地だけでなく森林も管理す

る人が減り、手入れされない森林が増えて

いく。そんな地域の現状を目の当たりにし

ながら、「農業と森林は切り離せない」と

いう思いを強くしていきました。

サカキとの出会い

転機となったのは約 15 年前。県内の品

評会で見たサカキでした。国産サカキの需

要は高い一方、生産者の高齢化が進み、供

給が不足している状況でした。

「皆さん年齢を重ねる中で、管理が難しく

なってきている。でも神事には欠かせない

し、国産を求める声も多い」

そう考えた小川さんはサカキ栽培に挑戦

するため、森林を借りて植栽を始めました。

また、地域には管理者の高齢化により、放

置されるサカキ林も増えていました。

「せっかく立派なサカキがあるのに、この

ままでは失われてしまう」

そんな思いから、自ら管理や再生にも取

り組むようになります。地域資源を次世代

へつなげたいという思いが、小川さんを森

林活動へと向かわせました。
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ふるさと森林活用塾
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【特集記事】 �サカキがつなぐ森林の未来



ふるさと森林活用塾の挑戦

サカキを育てる中で、小川さんは地域の

森林が抱える課題にも直面します。世知原

町には、かつて管理されていたサカキ林や

森林が数多く残っています。しかし所有者

の高齢化によって手入れが難しくなり、放

置される山も増えていました。

「このままだと、地元の資源であるサカキ

林が適切に管理されず、荒れてしまう」

そんな思いから立ち上げたのが「ふるさ

と森林活用塾」です。活動では、里山林活

性化による多面的機能発揮対策交付金を活

用し、3 年間にわたり森林整備を実施しま

した。その中で導入したのがウッドチッパー

です。伐採や剪定で発生する枝葉を効率よ

く処理できるようになり、粉砕したチップ

は土壌改良材として活用されています。

「処理が本当に楽になりましたね」

活動を続ける中で地域からの相談も増え、

現在では 10 件ほどのサカキ林の管理や再

生に携わっています。森林整備だけでなく、

森林資源を活かした循環づくりへと活動は

広がっています。

森林と農業をつなぐ未来へ

3 年間の交付金事業は終了しましたが、

活動は今も続いています。導入したウッド

チッパーは現在も活躍しており、サカキ林

の管理や整備の依頼も増えています。

「補助金がある間だけでは意味がない。終

わった後も続いていくことが大事です」

現在、小川さんが管理するサカキ林は約

15 町歩。今後はさらに 5 町歩ほど規模を

拡大する構想を持っています。

さらに、営農型太陽光発電施設を活用し

たサカキ栽培にも取り組む予定です。太陽

光発電を設置した間でサカキを育てるとい

う、発電と農業を組み合わせることで、新

たな地域資源の活用モデルを目指していま

す。

「大きくしたいというより、続けられる仕

組みを作りたい」

森林を守るためには、人が関わり続けら

れる仕組みが必要です。花づくりから始

まった小川さんの挑戦は、今、森林の未来

づくりへと広がっています。
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（NPO法人地域循環研究所）

世知原で管理しているサカキ林の様子

交付金で導入したチッパー作業の様子



五島地域では林業の新規就業者が減少し、

将来の担い手確保が課題となっています。地

域の森林を守り続けていくためには、若い世

代に森林や林業への関心を持ってもらうこと

が大切です。そこで、森林の役割や林業の魅

力を楽しく学んでもらうため、森の出前授業

を行いました。令和 8年 3月 10日には玉之

浦小学校 5・6年生（6名）、6月 4日に岐宿

中学校 1年生（17名）を対象に授業を実施

しました。

小学生には、森林の働きや「植える・育てる・

使う」を繰り返すことで森が元気に保たれる

サイクルを紹介しました。クイズを交えなが

ら、五島市の約 65％が森林であることを伝

えると、児童たちは驚きながら地元の自然の

豊かさを実感していました。また、水をきれ

いにする働きや土砂災害の防止、生きものを

育む力、さらには海との繋がりなどを紹介す

ると、「森が海の魚にも関係しているのが意

外だった」といった声も聞かれました。スギ

やヒノキの葉に触れる体験では、「スギはト

ゲトゲしている」「ヒノキはやわらかい」など、

楽しみながら違いを学んでいました。

一方、中学生には技術科と連携し、木材の

性質や利用方法を学ぶ授業を行いました。木

は水分を吸収・放出する性質があり、その特

長を生かして身近なものから先端分野まで幅

広く活用されていることを紹介しました。コ

ンサートホールやスピーカーなどに加え、近

年は人工衛星への利用も進んでいます。授業

後には、「木が水を吸ったり吐いたりするこ

とを初めて知った」「人工衛星に使われてい

ると聞いて驚いた」などの声が多く聞かれま

した。また、「体験型でとても分かりやすかっ

た」「今日の話を家に帰って家族に伝えたい」

といった感想もあり、木材や森林への関心の

高まりが感じられました。

さらに、実際にチェーンソーを持ってみる

体験では、「思ったより重い！」と驚きの声

が上がり、林業の仕事の大変さを身近に感じ

てもらうことができました。五島ならではの

木材利用として、牛の敷料に使われる「おが

粉」も紹介し、木材が農業や畜産分野でも活

用されていることを伝えました。

授業を通して、児童たちが森林や林業を

より身近に感じ、地域の自然について考える

きっかけとなることが期待されます。今後も

学校と連携しながら、未来の担い手づくりに

向けた取組を進めていきます。
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林業普及だより

（五島振興局　林務課）

五島地域の児童・生徒へ森の出前授業を開催しました五島地域の児童・生徒へ森の出前授業を開催しました

クイズで学ぶ様子 スギ・ヒノキの葉を比べる



はじめに
壱岐振興局管内では、民家の裏山や境界

線付近に生い茂った樹木の伐採依頼が数多く

寄せられます。放置すると倒木による家屋被

害や電線切断のおそれがありますが、周囲に

障害物が多く通常の伐採では対応できません。

今回は壱岐市森林組合が実施する「特殊伐採」

の実例をご紹介します。

特殊伐採とは？
通常の伐採は、根元から倒したい方向へ

切り倒します。しかし急斜面・民家や電線に

隣接した場所・道路際ではそれが不可能で

す。こうした「逃げ場のない木」を周囲に被

害を与えず安全に除去するのが特殊伐採です。

立っている木を上から順に「解体」していく

専門技術です。

①ロープワークによる施工
重機が入れない狭い裏庭・急斜面で真価を

発揮します。作業員が木に登り滑車とロープ

を設置。切断した枝や幹を「ロープで空中に

浮かせて保持」し、地上スタッフと連携しな

がらロープを緩め、狙った場所にゆっくり着

地させます。切断した枝や幹が振り子のよう

に動くため、緻密な計算と豊富な経験が求め

られます。

②重機・高所作業車による施工
道路が近くクレーン車・高所作業車が入れ

る場合に採用します。ワイヤーで枝や幹を吊

り上げた状態で切断する「吊り切り」により、

切断後に木が落下せずそのまま安全な場所へ

移動できます。足場が安定しており安全性の

高い施工方法です。

おわりに
特殊伐採は、知識・経験・最新の安全技術

が融合したものです。「裏山の木が大きくな

りすぎて怖い」とお悩みの方は、決して無理

をせず壱岐市森林組合のような専門技術者へ

ご相談ください。
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特殊伐採事例紹介：壱岐の暮らしを守るプロの技術特殊伐採事例紹介：壱岐の暮らしを守るプロの技術

地方だより

（壱岐振興局　林務班）

高所作業車を利用した吊り切り作業

はしごを使ったロープ設置作業

★ 知ってる？特殊伐採の豆知識 ★
◆ 命を守る装備
　ヘルメット、ハーネス、専用ロープ、

カラビナなど、登山と同じような仕組み

の専用装備で作業します。

◆ チームワークが命
　「登り手（樹上作業者）」と「下げ手

（グラウンドマン）」の呼吸が合ってこそ、

安全な伐採が成立します。

伐採前 伐採後



たけのこ堀と森林学習会を開催
令和 8年 4月 12 日、南島原市南有馬町の

イオンの里山で「春の森林環境体験会」が開

催され、親子連れ 15組 28人が参加しました。

主催する南島原市みんなの森守協議会では、

春のたけのこ掘り、夏のデイキャンプ、秋の

栗拾い、冬の星空観察など、四季折々の里山

の自然を活かした市民参加型の体験学習を開

催しています。

活動内容
今回の体験会では、現地でたけのこ堀体験

と、島原振興局林務課による森林学習会を実

施しました。森林学習会では、竹の成長の仕

組みや、森林の役割などについて、クイズ形

式で楽しく学習していました。また、たけの

こ堀体験では親子で思い思いにたけのこ堀を

行い、掘り起こすのに苦戦する場面もありま

したが、親子で協力し、一生懸命に取り組む

姿が見られました。自然への理解を深める充

実した時間になったようです。

防災視察登山を実施
令和 8年 5月 18日、大火砕流 35年が経っ

た、平成新山の状況を確認するため、防災視

察登山が行われました。今回で 39回目とな

るこの視察には、島原市、警察、気象庁、県

など 37団体から 112人が参加しました。

活動内容・結果
参加者は約 3時間をかけて登山し、山頂

に到達しました。山頂付近では水蒸気の温度

測定が行われ、今回の計測結果は 88.2 度で

あり、松島教授（九州大学地震火山観測研究

センター）によると、「例年通りの状況」と

のこと。1992 年 4月の初回計測時には、500

～ 600度という非常に高い温度が観測されて

いましたが、ここ数年は活動も落ち着き、80

～ 90度程度で推移しています。火山性の地

震や溶岩ドームの崩落も今は落ち着いている

状況です。
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地方だより

親子で春のたけのこ堀と森林環境体験学習親子で春のたけのこ堀と森林環境体験学習

第39回平成新山防災視察登山第39回平成新山防災視察登山

（島原振興局　林務課）

（山頂の様子）

（登山の様子）

（たけのこ堀体験の様子）



令和7年度「緑の募金」実績
令和 7 年（R7.1.1 － 12.31）の「緑の募

金実績は 28,735,475 円となりました。

ありがとうございます。

皆様の善意は以下のように活用させていた

だいております。

令和7年度の活用状況
県民の皆様から頂いた「緑の募金」は各市

町への交付金として、地域の植栽活動や緑化

活動、また協会の事業として、県民の皆様に

よる植栽活動や次世代を担う子どもたちの緑

化活動に助成を行っています。

〇「市町緑化等交付金」

市町毎の募金額から資材費を除いた内

60％（総額 11,801,000 円）を各市町へ交付し、

自治会など地域住民参加による公共用地の花

苗植栽等の緑化活動に活用しています。

〇幼稚園等による花苗植栽や園庭の芝生化

園児の緑化意識を芽生えさせるため県内

60園に助成しています。

〇みんなで森林づくり事業

地域のボランティア団体等が実施する記念

植樹等に対して助成しています。

B1リーグで日本一の長崎ヴェルカ、J1に

昇格した V・ファーレン長崎とのコラボピン

バッジ募金。今年も大好評です！
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（公益社団法人　長崎県緑化推進協会）

自治会による花苗植栽

ボランティア団体による植樹

園児による花苗植栽

林業団体情報　緑化推進協会の取組状況



はじめに
急峻で複雑な地形を有する山地では、降

雨時に路網や斜面を起点とした侵食・崩壊が

発生しやすく、森林施業のみならず治山対策

の観点からも大きな課題となっています。こ

のような山地災害を低減するためには、地形

に基づく集水経路を正確に把握することが重

要です。そこで QGIS を用いて DEM を解析し、

山地における集水経路を可視化した「Blue-D

マップ」を作成しましたので、その作成方法

を示します。

成果
Blue-Dマップの作成方法は図1のとおり、	

QGIS を用いて DEM から作成します。この

Blue-Dマップを用いれば集水経路を視覚的に

把握でき、斜面災害の危険箇所を把握するこ

とができます。またTREND-POINTを用いた3D

表示により、集水経路と地形の関係を立体的に

把握できます。作業道等の計画においても、集

水経路を考慮したルート選定に活用できます。

今後は、必要とする方が自ら Blue-D マッ

プを作成できるよう、普及を進めていきます。
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図3　Blue-Dマップ（農林技術開発センター周辺）図 2　集水経路（農林技術開発センター周辺）

図 1　Blue-D マップの作成手順

Blue-Dマップ(山地における集水経路の可視化)の作成方法Blue-Dマップ(山地における集水経路の可視化)の作成方法

センターだより

（農林技術開発センター）



はじめに
佐世保林業研究会は、「木の魅力を多くの人

に伝えたい」という思いのもと、木工体験教

室や森林整備の推進活動を通じて、長崎県県

北地域の林業振興・木育に取り組んでいます。

木工教室の取組
子どもたちを対象に、木に触れ、その温か

みや加工の楽しさを感じてもらう機会を提供し

ています。昨年は、佐世保市のえぼしスポー

ツの里で「えぼしファミリー木工教室」が開催

され、巣箱やプランターカバー、椅子の木工

品づくりが行われました。夏休み期間中の取

組として、多くの小学生とその家族で賑わいま

した。また、各種依頼に応じて木工教室の講

師としてさまざまなイベントへ参加しています。

そのほか、長崎市浜の町のベルナード観光

通りで例年開催される「森のめぐみ展示会」

にも出展し、木工品の販売や活動紹介を通し

て、来場者に直接木の良さを伝えています。

ふるさと納税返礼品
佐世保市で間伐された杉や檜を使ったちゃ

ぶ台や飾り棚、トレーは佐世保市のふるさと

納税の返礼品に選定されています。天然素材

なので木目や色味が一つ一つ違うオンリーワ

ンの製品です。興味のある方は、佐世保市ふ

るさと納税特設サイトをご覧ください。
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（県北振興局　林業課）

佐世保林業研究会の活動を紹介します！佐世保林業研究会の活動を紹介します！

イベント情報

飾り棚
（1段）

飾り棚
（2段）

ちゃぶ台

トレー

佐世保市ふるさと

納税特設サイト

伊万里木材市況
【ヒノキ】� 令和８年６月現在
長さ 径級　ｃｍ 等級 高値（円／㎥） 現在出荷量 現在引合 需要見通

４m

16～ 18 直 1 7 , 3 0 0 多い 普通 普通

16～ 18 小曲り 1 6 , 3 0 0 多い 普通 普通

20～ 22 直 1 7 , 3 0 0 多い 普通 普通

20～ 22 小曲り 1 6 , 3 0 0 多い 普通 普通

24～ 28 直・小曲り 1 7 , 0 0 0
～ 1 6 , 0 0 0 多い 普通 普通

【スギ】� 令和８年６月現在
長さ 径級　ｃｍ 等級 高値（円／㎥） 現在出荷量 現在引合 需要見通

4m

18～ 22 直 1 5 , 0 0 0 少ない 多い 多い

16～ 22 小曲り 1 3 , 0 0 0 少ない 多い 多い

24～ 28 直 1 5 , 0 0 0 少ない 多い 多い

24～ 28 小曲り 1 3 , 0 0 0 少ない 多い 多い

※情報・お問い合わせは、伊万里木材市場　電話 0955-20-2183 まで



【記者】：今回は、長崎市野母町の日山神社に

あるイスノキについて、樹木医の田嶋さんに

お話を伺います。まず、イスノキとはどんな

木なのでしょうか？

【田嶋さん】：イスノキは暖かい地域に自生す

るマンサク科の常緑高木です。「ユスノキ」

とも呼ばれ、「結寿の木」と書いて縁起の良

い木とされることもあります。葉には虫こぶ

ができやすく、大きくなると穴が開くのも特

徴ですね。

【記者】：昔から人々の暮らしにも関わってき

た木なんですね。

【田嶋さん】：はい。成長は遅いのですが、材

は非常に緻密で硬く重く、弥生時代から農具

などに利用されてきました。そのため伐採も

進み、天然の巨樹として残っているものは貴

重です。

【記者】：イスノキならではの木材の特徴もあ

るそうですね。

【田嶋さん】：樹皮を焼いた灰は釉薬になりま

す。そのため、かつては樹皮を採取するため

に剥皮されることもありました。そうした木

や樹齢を重ねた古木では、外側の部分が失わ

れて心材だけが残ったものを「スヌケ」とい

います。

美しい色合いと光沢を持ち、高級家具や楽器、

木刀の材料として珍重されてきました。

【記者】：そんなイスノキが日山神社の参道に

並んでいるわけですね。

【田嶋さん】：ええ。日山神社は 863年には記

録が残る古社です。「朝日が昇り、西の海へ

沈むまで輝く山に鎮座する神社」という意味

を持つともいわれ、長く地域の信仰を集めて

きました。参道沿いには幹周り 2メートルを

超えるイスノキが数本並んでいます。一本だ

けが際立つ巨樹ではありませんが、並び立つ

姿には独特の趣がありますね。

【記者】：参道に並ぶイスノキには、どんな特

徴がありますか？

【田嶋さん】：野母半島の先端に近い場所なの

で、強い風や潮の影響を受ける厳しい環境で

す。その中で生き抜いてきた木々の姿を見る

と、照葉樹林が持つ力強さや生命力を感じます。

【記者】：最後に、このイスノキを訪れる方へ

メッセージをお願いします。

【田嶋さん】：この場所の魅力は、イスノキだ

けでなく、参道の木々や周囲の森が一体と

なってつくる景観にあります。隣接する権現

山公園からは 360 度の眺望も楽しめますの

で、自然と歴史をゆっくり味わっていただき

たいですね。

所在地・基本情報

所在地：長崎市野母町

樹高：16m　　幹周：2.3m
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神社のイスノキ 神社のイスノキ 〜岬の風に耐え続けた照葉樹の古木〜〜岬の風に耐え続けた照葉樹の古木〜

対話で巡る長崎の巨樹巨木

日山神社のイスノキ


